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１ はじめに
２ Mortimer の地理書の概要
１９C中葉にイギリスで活動した児童文学者Mortimer（１８０２～１８７８）が書いた児童向け地理書（Near home と Far off と
の２部作）から奇矯な記述を抄出したものが２００５年に出版され（Pruzan & Mortimer（２００５）），その日本語訳書が２００７年に
出版された（プリュザン，２００７）。筆者は，Mortimerの原作（の一部）に当たった結果，PruzanによるMortimerの性格付
けが誤っているばかりか Pruzanの抄出は改竄に類するものであることを知った。当時は Near home を見ることができな









りえていない２））。１８４１年に結婚し１８５０年に死別した。著作活動は独身時代に始まり，The peep of day（１８３３）など５部の
書を出版した。その後，結婚生活時代に４部，寡婦となって以後に７部を発表している。
 書誌
Mortimerの地理書は，ヨーロッパ編（Near home３））とその他の地方編（Far off）との２部３冊（Far off が part I・part
IIの２冊）からなり，初版以降２度改訂された（表１４））。British Liblaryのオンライン目録（http : //catalogue.bl.uk/F/?func
=file&file_name=login−bl−list）によればMortimerの死後はMeyer, L. C.５）が改訂して刊行を続けたようである。現在イン







１８４９ １８６０ １８７８ １８８４ １８８８ １９０２
１８５０ １８５７
Far off １＊
１８５２ １８５９ １８６４ １８７５ １８７９ １８８２ １８９０
１８５３
Far off ２
１８５４ １８６０ １８６４ １８７２ １８７５ １８８５ １８９３ １９０１
１８５４
各書とも上段は英国における発行を，下段は米国における発行を，示す。
＊Far off part I をこのように略記する（Far off part II についても同様）。
斜体字は各版発行年以外の版でBritish Libraryの目録に著録されているものを示す。
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（キーワード：Mortimer, F.L. Pruzan, T. １９世紀イギリス 地理教育 児童書）
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でもないが内容に大きな違いはなく，屋上屋を重ねた感がある。しかも part Iにおける国別記事と part IIにおける国別記
事とでは，「国」の取り上げ方に違いがあり（ボヘミアを立てない一方，Sardinia, and Corsica and Maltaを立てる），国
の配列順も相違する（part IIにおける記載方法は初版と同じである）。挿図は，初版掲載のもののうち削除されたものはな
い（微細な違いながら差し替えられた（？）ものが２枚ある。初版 p．９８・１２４，二版 p．１７３・１９８）。さらに初版には地図が
立 岡 裕 士
―２７４―
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Kohl, J. G.（１８４３）Travels in Ireland
Baptist Noel（ ）Tour in Ireland
France ２３ ２０
Trench（ ）Travels in France
Clarke, A.（１８４３）Tour in France, Italy, and Switzerland
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Alexander, W. L.（１８４６）Switzerland and the Swiss Churches
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Iceland １２ １２ Mackenzie（ ）Travels（inserted in Chamber’s Journal）
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Sweden １３ １３ （ ）The Swedish Shepherd Boy（the Religious Tract Society）
Norway １１ １０
Bible Society Report（１８４７）
Milford, J.（１８４２）Norway and her Laplanders in １８４１
Milford（ ）Two Summers in Norway
Lapland ７ １２ Milford（ ）Visit to the Lapps
Turkey １０ １３
Madden（ ）Travel
KENE, F. M. Frances（１８４５）Wayfaring sketches among the Greeks and Turks
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The Holy land １５ １４ Fisk, G.（１８４５）A Pastor’s memorial of the Holy Land
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Davies, E.（ ）China, and her Spiritual Claims
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Weitbreht, J. J.（１８４４）Protestant Missions in Bengal
Leupolt, C. B.（１８４６）Recollections of an Indian Missionary
Tucker, S.（１８４２）South Indian Sketches
Chapman, P.（１８３９）Hindoo Female Education




De Hell, X. H.（１８４７）Travels in the Steppes of the Caspian Sea, the Crimea, the
Caucasus, etc.
Smith, Th. & Choules, J. O.（１８３２）The origin and history of missions
Burnes, A.（１８３４）Travels into Bokhara
Kanikoff（ ）the Russian
Woif, J.
Chinese Tartary ２ －
Affganistan ８ ７
Beloochistan ６ １
Burmah ２３ ２２ Malcom, H.（１８３９）Travels in Eastern Asia
Siam ６ ６ Malcom, H.（１８３９）Travels in Eastern Asia
Malacca ９ ９
Malcom, H.（１８３９）Travels in Eastern Asia
Soc. for Prom. Female Edu. in China, India and the East（１８４７）History of the So-




Erman, A.（１８４８）Travels in Siberia




Keppel, H.（１８４５）The Expedition to Borneo of H.M.S. Dido
Mundy, R.（１８４８）Narrative of events in Borneo and Celebes
Belcher
Marryat, F. S.（１８４８）Borneo and the Indian Archipelago
Japan ７ １９ Belcher, E.（１８４８）Narrative of the voyage of H. M. S. Samarang
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Lane, E. W.（１８３６～１８３７）An Account of the Manner and Customs of the modern
Egyptians
Lane, E. W.（１８４４）The Englishwoman in Egypt
John, J. A.（１８４５）Egypt and Nubia
Nubia ５ ５
Abyssinia ２２ ２１
Harris, W. C.（１８４５）Illustrations of the highlands of Aethiopia
Gobat, S.（１８３４）Journal of a three years’ residence in Abyssinia
Barbary ７ ７
Schwartz, M. E.（１８５０）Leaves from a Lady’s Diary of her Travels in Barbary








Smith, Th.（１８２４～３９）The History and Origin of Missionary Societies
The Caffres ３１ １６ Gardiner（ ）Narratives
（The Bechuanas） １５
Guinea, or Negroland ８ ８ Lander
Ashantee ５ ４ Beecham, J.（１８４１）Ashantee and the Gold Coast
Dahomey ６ ６ Duncan
Sierra Leone ６ ５ Church Juvenile Instructor
（Bourbon and Mauritius） １
（Madagascar） ４４
America １ １
The United States ４２ ４０ History of Zamba
British America ７ ７




Crantz, D.（１７６７）History of Greenland
Moravian Reports
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Jamaica ８ Phillippo, J. M.（１８４３）Jamaica
Mexico １５ １４
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Mason, R. H.（１８５２）Pictures of Mexico
Central America １ １
Brazil ９ ９
Peru ８ ８ Schudi, T.（ ）Travels
Chili ２ １
La Plata ５ ５
Guiana ６ ６ Brett（ ）Mission in Guiana
The Great Pacific Ocean １ １
New Zealand ３０ ２９
Church Missionary Intelligencer
Missionary Gleaner









初版では part I（本文３３０ページ。挿図４３）でアジア・オーストラリアを扱い，part II（本文３２３ページ。挿図５４）でアフ
リカ・アメリカ・「太平洋」１２）を扱う。各国記事の形式は Near home と大差ないが，宣教活動に関する記事の比率が大きい
点で相違する。Near home では国により記事に長短の差はあったが半数の国は１０ページ代であり，差は顕著ではなかった。
これに対して Far off では４０ページ以上の国が２，３０ページ代の国が４，ある一方で，１０ページ未満の国が２７もある。アジ
ア・アフリカ・アメリカ・「太平洋」には総記１３）がある。また Far off には初版から地図がある。part Iには平射方位図法
によると思われるアジア・オーストラリアの地図，part IIにはメルカトル図法によると思われる世界全図である。






る。二版で削られた国には他に Van Dieman’s Landもあるが，これはオーストラリア内の地区扱いとなったにすぎない）。
上引の３国のうちインド・チベットの記事は他との均衡を欠くまでに大きくなった。アジア諸国の扱いに関してはほかに大
きな変化はない。アフリカでは The Caffresの一地区であった The Bechuanasなどが国扱いに変わり，Bourbon and Mauri-
tiusおよびMadagascarは新たに立てられた。Central Americaは州と同じに扱われているが内部に見出しは立てられてら
ず，事実上「国」と同じ扱いである。アフリカの扱いが変わったことは，Mortimerの知識の変化（もとより探検・宣教活




三版は British Libraryの目録によれば，１の１８７９年版は６１５ページ，２の１９０１年版は６４８ページである。Near home 同様，
Mortimer自身またはMeyerによって二版に比べて大幅な増補がなされたらしい（なお二版以降 part IIの副題は Australia,
Africa, and America described であったが，同目録によれば少なくとも１８８５年以降は Oceania, Africa, and America de-
scribed に変更になったようである）。
 典拠
Near home 初版では４６，Far off 初版では６９，の文献が典拠として挙げられている（数字は延べ数）。Mortimerの書誌の
表記は不十分であるが，British Libraryの目録により，Near home のうち３３，Far off のうち５０の文献は該当すると思われ
るものを見つけることができた。その限りでは，彼女の知的環境および本書の目的からして当然のことながら，宣教師の報
文や旅行記が多い１４）。刊行時期は１８４０年以降のものが過半を占める（Near home で２２，Far off で２６。Far off では１８５０年
代のものも４ある）。宣教師の活動についてはもとより，各国の「風景・住民」に関する記事のためにも新しい情報を求め
ていたことが分かる。このことは二版についても該当するであろう（たとえば Far off ２二版（１８６８年版）のマダガスカ
ルの末尾には，１８６１年の年次のある記事と１８６４年の年次のある記事（しかもその冒頭には ‘１８６４−More news from Madagas-
car!’ とある）とがあり，１８６０年版（注４）参照）には当然これらの記事はない。一つの版の中でも細かな補訂が行われて
いたことがうかがえる）。その探索範囲も教会関係に限られていない。Far off ２二版では日本について Spalding（１８５５）
や D’Almeidaの旅行記（A Lady’s Visit to Manilla and Japan. １８６３年刊）を利用している。その一方，表３から明らか
なように，アメリカ諸国に関しては明示された参考文献が異常に少ない。
これらの文献の利用の仕方についてはまだ検討していないが，上で触れた Spalding（１８５５）を事例として紹介する。こ



























ことができるからである（文明化したホッテントットを「使用人として役に立つ」（Far off ２初版 p．７４）とする時，おそ
らくその質を英国人の労働者階級より下に見ているわけではないであろう）。ただし，あらゆる社会集団がその階梯を最上
点まで上ることができると考えていたのか否かは不明である。Mortimerは魂の平等を説いている（「ホッテントットに魂が




ついても，「どの子どもも自分の国が一番好きだ」（Near home 初版 p．１４）とされ，愛国心は幼児的な心性であるかのごと
く扱われている。Mortimerは英国の中国侵略を批判し（Far off １初版 p．８８），アフガニスタン人の反英戦争を支持する















Pruzanの The clumsiest people in Europe は，Mortimerの地理書を抄出したものである。Pruzanによる序章に続いて，３




ャーナリストのようである。本書の問題点は，Pruzanの作り出したテクスト（本書 part I～part III）と，序章におけるMor-
timerの性格付けと，の双方に指摘することができる。
 テクストの問題









文章を用いているように見える箇所がある（たとえば Sydneyの記事で‘Many of the people are the children of convicts’
（Far off １初版 p．２９３）を，二版の文（Far off ２p．３６）と同じに，‘Number of the people are....’（p．１３５訳書２１１）と
している点である）。日本やアデレードなど二版で大きく変わった国からの引用記事が全て初版のものであるから，Pruzan
が実際には初版を利用していなかった，ということはない。要するに彼の作業は少なくとも杜撰だということである。
原作の構成も失われている部分がある。すなわち，既述のように Far off 初版では，中央アメリカは国扱いであり南アメ
リカは全く立項されていなかった。原作にそむいてこれらを立てるべき理由は示されていない。
Pruzanは原作の序文を載せない。先に示したように序文はMortimerの立脚点を端的に語ったものであるから，原作を評














けるという（pp．３～４訳書１２）。それは必ずしも誤りではない。しかしたとえば The Holy Landの冒頭（pp．９０～９１訳書
１４２～１４３）で Pruzanは，次のような，質問をたたみかける文章を呈示する（～の番号は立岡による）：Of all the
countries in the world which would you rather see?／Would it not be the land where Jesus lived?／What is the
land called where He lived? Canaan was once its name : but now Palestine, or the Holy Land.／What place in the
Holy Land do you wish most to visit?／I will take you first to Bethlehem.
しかるに Far off １初版（p．２）では，ととの間には ‘He was the Son of God : He loved us and died for us.’





このためしばしば挿絵が理解不能なものとなる（たとえば「仮装した踊り手」（Far off ２初版 p．９５）を「もはや野蛮人と
は見えず，使用人として役に立つ」（p．１５５訳書２３４）として，「インディアンを教化する宣教師」（Far off ２初版 p．２１２）
を「英領側の住民はより礼儀正しく慇懃である」２３）（p．１７１訳書２６０）として，「花を採取する黒人」（Far off ２初版 p．２６５）
を「ブラジル人はメキシコ人ほどは邪悪ではない」（p．１８７訳書２８２）として，見ることは不可能である）。意味が通ずると
立 岡 裕 士
―２８０―
すればむしろ誤解の結果であり（たとえば「スイスの小住宅」（Near home 初版 p．２３４）にすぎないものが「山岳地帯の貧
民でさえ日曜の宵には里に下りて酒場で酒を飲む」（p．７２訳書１１４）というキャプションをつけられれば酒場の絵に見える
であろう），それが価値判断的を含む誤解となるものもある（「カブールの首長」（Near home 初版 p．１７３）を「男性は恐ろ
しく見える」（p．１１６訳書１８３）とし，「ビルマの女性と子ども」２４）（Far off １初版 p．２１０）を「シャム人は一見ビルマ人に
似ているが，見てくれはもっと悪い」（p．１２０訳書１８９）とすることは，Mortimerの原作を感情的なものに思わせるであろ


















































当である。たとえば Near home 初版（p．７５）には民衆の激昂に恐れをなしたフランス王が英国に逃亡したことが書かれて
いる（なぜ民衆が激昂することになったかについては説明がないが）。さらに貧困その他の社会問題が取り上げられている





























































そうしたなかでMortimerの地理書を考えるうえで特に重要に思われるのは Goodrich（１７９３～１８６０）の Peter Parlyシリー
ズである３６）。Moore, H.に傾倒しピューリタン的宗教倫理を強く反映させていたという Goodrichの著作は，それだけでも

















３）正確には，初版は The Countries of Europe Described で，二版以降 Near Home ; or, The Countries of Europe Described と改題さ
れた。しかし煩を避けて以下では初版も Near home という書名で呼ぶ。
４）各版の出版年次はMacFadden（２００５～２００６）によった。しかし Internet Archive（http : //www.archive.org/）で公開されている米国版
（UF００００１７７９.djvu）の扉には１８５２年と記されている（同じ本をテクスト化している Project Gutenberg（http : //www.gutenberg.org/catalog/）
でも１８５２年刊としている）。また Googleが公開する１８６０年版の Far off ２（http : //books.google.com/books?id=IWIDAAAAQAAJ&as_






６）筆者はこれらに加えて，筑波大学附属図書館蔵の Far off（part Iが１８６９年刊，part IIが１８６８年刊）も閲覧することができた。か
くして筆者は３冊のいずれについても初版・二版を見えたが，三版は未見である。本稿で言及・引用するものの書誌は以下の通り
である：
Near home 初版：http : //books.google.com/books?id=aMcBAAAAYAAJ&as_brr=３&hl=jaの The_countries_of_Europe_described.pdf
Near home 二版：http : //books.google.co.jp/books?id=kYQVAAAAYAAJ&as_brr=３の Near_home__or__The_countries_of_Europe_d.pdf
Far off 初版：１は http : //books.google.co.jp/books?id=０１kBAAAAQAAJ&as_brr=３の Far_off.pdf，２は http : //books.google.com/books?
id=Dnp−hgzmWTMC&as_brr=３&hl=jaの Far_off____.pdf
Far off 二版：上掲筑波大附属図書館蔵本
なお，確認できる Far off １に関する限り，米国版は英国版と組み方が違うのみならず，英国版にある挿図が欠けていたり（たと




８）Wikipedia（http : //en.wikipedia.org/wiki/Favell_Lee_Mortimer）によれば同書の発行には，福音主義者の出版組織であるは RTSが関
わっていたという（RTSについては松本（１９８７）を参照））。おそらくは類書と同様に，日曜学校の報賞などとしても使用されたの
であろう。
















る世界最大の島である，とする（Far off １初版 p．２７８）。Far off の副題ではオーストラリアを（アジアなどと並ぶ）州級の単位と
見なしているように見えるが，本文中では国として扱っている。したがって，オーストラリアのみいずれの州にも属さないことに










１６）Spaldingが ‘it was found that they had that morning been sent to the city of Yedo, and as the attendant at the place made sign,
for the purpose of being beheaded’（p．２８３）とだけ書いている箇所を，米兵と日本人との会話に仕立てている。
立 岡 裕 士
―２８４―
１７）ただし，Near home 二版の part Iには「イングランド・ウェールズ・スコットランドは一つとなって・・・［引用者略］・・・
ブリテンと呼ばれる」（p．７）とか「グレートブリテンとアイルランドとは同じ女王に支配され，一緒に一つの王国と呼ばれる」（p．９）
といった表現も現れる。変化の予兆というべきであろうか。
１８）Far off ２（１８５４年本）巻末の広告では Far off １の価格は５シリングとなっている。一方 Far off ２（二版 １８６９年本）巻頭










２１）うち一つ（アイスランドの「Grand Geysterと Hecla山」（Near home 初版 p．２４８の次。この本では挿絵の目録が不完全なため，題
名は二版（p．３１９）による））は謝辞のページ（Pruzan，２００５，p．１９５）に，キャプションなしで置かれている。
２２）キャプションに用いられた文は，１例を除いて全て Pruzanの抄出文の中にある（例外は，p．１６１のダホメ王の杖と足載せ台との
















































ド全域（厳密にはインダス川以西は Beloochistanとして別に扱われているが）を指していることは明らかである（Far off １所収の
地図でも Hindostanはインド半島全域にまたがる形で描き込まれている）。














Baker, S.（１９９６）Jesse Olney’s innovative geography text of１８２８ for common school. Jour. of Geogr.,９５,３２～３８
Constable, R.（１９５０）Letter to the editor. The New Yorker , ３月４日号，７９～８３
Guyot, A.（１８４８）The earth and man . Gould and Lincoln
MacFadden, F. R.（２００５～２００６）Favell Lee Mortimer biography. in BookRags Biography（http : //www.bookrags.com/biography/favell−lee−
mortimer−dlb/）
Pruzan, T. & Mortimer, F. L.（２００５）The clumsiest people in Europe, or Mrs. Mortimer’s bad−tempered guide to the Victorian world.
Bloomsbury
Smith, Ben A. & Vining, James W.（１９８９）Influences on the American geographer Samuel Griswold Goodrich. Jour. of Soc. Stu. Re-
search. ,１３－２,１０～１８
Smith, Ben A. & Vining, James W.（１９９１）Samuel Griswold Goodrich a.k.a. Peter Parley Early American geographer. Jour. of Geogr.,
９０,２７１～２７６
Spalding, J. W.（１８５５）The Japan expedition : Japan and around the world . Bedfield（http : //books.google.com/books?id=lrM９LUyd５RsC
&oe=UTF−８の The_Japan_expedition.pdfによる）
Stoddart, D. R.（１９８６）On geography : and its history . Basil Blackwell
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In １８４９－１８５４, a juvenile writer Mortimer, F. L. published two titles of geography book, Near home and Far
off . Pruzan, T. abstracted severe description form these books and compiled his The clumsiest people in Europe.
Pruzan neglected ordinary description and picked up eccentric one, and made up emotional style, which he attrib-
utes to Mortimer, by gathering sentences from plural paragraphs into one paragraph. He even altered the original neu-
tral captions of illustrations into sensational ones. His characterization of her books as superficial, obsolescent and un-
realistic is in valid. In the prefaces of the books, Mortimer declared that books for infants should be superficial so
as to inspire their desire to know, and that her books were preliminary to reports of missionary activities. She at-
tached importance to secular knowledge, her books for them wrere not ‘sadistic’. Egocentricism of Mortimer, perhaps
common in mid−１９th century Britain, is backed up by civilized/savage discrimination and the idea of equality of
souls in the sight of God. It was far from nationalism which prevailed from the latter half of １９th century. Pruzan
failed to grasp this point and to examine it in the context. Rather he regarded her ‘racism’ as omnipresent in every-
one and everytime, and forgave it in the same ‘scornful’ manner as Mortimer.
Geography books written by Mortimer, F. L. : A criticism on Pruzan, T.’s
The clumsiest people in Europe, or Mrs. Mortimer’s bad−tempered guide to the Victorian world
TATUOKA Yuuzi
（Keywords : Mortimer, F.L. Pruzan, T. １９th Century Britain geography education juvenile book）
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